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３．総論 

 

・ 砂河川 斐伊川が抱える治水問題と今後の対応ー総合的な土砂管理の必要性，河川，

2016 年(平成 28 年)10 月号，pp.82-87，2016.10. 

（福岡 捷二）   
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4．2016 年度 博士論文要旨 

 

・谷底平野を流れる沖積河川の地形に着目した極値的流量の推定に関する研究 

（涌井 正樹） 

 

5．2016 年度 修士論文要旨 

 

・急流河川の三次元流れと石礫河岸に作用する流体力に関する研究 

（加藤 翔吾） 

 

・数値移動床水路を用いた水流中の粒子群の三次元運動と粒子群内の流れ構造 

に関する研究 

（高鍬 裕也） 
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・ 金子 祐：平成 28 年度水工学論文奨励賞，ガタ土と砂礫で構成される河床を有する筑

後川感潮域の洪水時の土砂移動と河床変動，土木学会論文集 B1（水工学）， Vol. 72 ，

No. 4，pp. I_793-I_798, 2016.2. 

 

・ 大野純暉：土木学会平成 28 年度全国大会第 71 回年次学術講演会優秀講演者賞，洪水時

における温井ダム貯水池内の流動の分析，土木学会第 71 回年次学術講演会概要集，Ⅱ

-025，2016.9. 

 

・ 上村勇太：土木学会平成 28 年度全国大会第 71 回年次学術講演会優秀講演者賞，生態系

保持空間を有する多摩川中流部における治水と環境の調和した河道断面形状に関する

研究，土木学会第 71 回年次学術講演会概要集，Ⅱ-065，2016.9. 

  

７．福岡ユニットの活動報告 

７.１. 特別講演（福岡捷二） 

 

・ 治水政策のパラダイムシフトに向けて―Innovative で，かつ社会・経済の変化に対応す

る次世代社会インフラ整備のあり方―，第 672 回北建会，講演，2016.5. 

 

・ 堤防破壊危険確率と堤防脆弱性指標に基づく破壊危険箇所の推定法と河川改修手段選

択への適用，国土交通省国土技術政策総合研究所，講演，2016.5. 

 

・ 平成 27 年 9 月の鬼怒川洪水とそれに伴う災害の教訓を今後の鬼怒川改修にどのように

活かすべきか，国土交通省関東地方整備局，河川技術講演会，基調講演，2016.8. 

 

・ 今，求められる河川整備と管理のあり方，一般財団法人 全国建設研修センター，特別

講義，2016.8. 

 

・ 準二次元非定常浸透流解析に基づく堤防破壊危険性の算定法と矢部川堤防被災箇所へ

の適用性ー堤体の浸透破壊とパイピング破壊，国土交通省九州地方整備局，2016.11. 

 

・ 準二次元非定常浸透流解析に基づく堤防破壊危険性の算定法と堤体の浸透破壊とパイ

ピング破壊被災箇所への適用，国土交通省中国地方整備局，中国地方将来河道形状等勉

強会，基調講演，2016.12. 

 



・ 大洪水の危険性と大河津分水路工事の重要性，大河津分水講演会 2016-Ⅱ，2016.12. 

 

・ 準二次元非定常浸透流解析による堤防基礎地盤のパイピング発生個所の推定法と現地

堤防への適用性の検討，国土交通省四国地方整備局，河川管理に関する勉強会，基調講

演，2016.12. 

 

・ 渡良瀬遊水地の洪水調節効果について，第 2 回渡良瀬遊水池勉強会，2017.1. 

 

・ 私の川への思い，直方川づくり交流会 20 周年シンポジューム遠賀川から世界へ，記念

講演，2017.2. 

 

・ 河道と洪水調節施設の適正な水量分担を考慮にいれた流域治水計画-平成 27 年 9 月鬼怒

川洪水を例にして，国土交通省北陸地方整備局，2017.2. 

 

７.２. 国土交通大学校専門課程研修講師（福岡捷二） 

 

・ 河道計画・環境研修，2016.7. 

治水と環境の調和した川づくり，「治水と河川環境を統合的に考えた河道計画の実践」 

 

・ 河川管理研修，2016.10. 

これからの河川管理のあり方，「堤防破壊危険確率と堤防脆弱性指標を用いた破壊危険

箇所の推定法と水害リスクを考慮した河川整備」 

 

・ 河川施設研修，2016.12. 

洪水の水理と河川構造物の設計法，「準二次元非定常浸透流解析に基づく堤防破壊危険

性の算定法と堤体の浸透破壊とパイピング破壊被災箇所への適用」 

 

・ 河川計画研修，2017.1. 

洪水の水理と河道の設計法，「河道と洪水調節施設の適正な水量分担を考慮にいれた

流域治水計画―洪水水面形観測情報を用いた水位ハイドログラフと流量ハイドログラ

フの今日的解釈―」 

 

 

 

 

 



７.３. 福岡ユニット主催研究会 

 

(1) 河川・流域技術研究会 （国土交通省水管理・国土保全局と共催） 

 

・ 2016.05.26 第 114 回河川・流域技術研究会 

「基礎地盤の透水性、堤防強化対策を考慮した堤防浸潤線の解析法とその応用」 

中央大学研究開発機構 助教 田端 幸輔 

「現地河川堤防の被害(決壊、崩壊)、無被害は何によって決まっているのか―堤体及

び基礎地盤の土質構造、洪水外力の違いによる被害形態の差について」 

中央大学研究開発機構 教授 福岡 捷二 

 

・ 2016.06.29 第 115 回河川・流域技術研究会  

「熊本地震における国土交通省の対応について」 

国土交通省 水管理・国土保全局 防災課 緊急災害対策企画調整官 吉田 邦伸

「関東近郊における自然堤防の特徴とその河川間比較」 

東京大学大学院 工学系研究科 准教授  知花 武佳 

 

・ 2016.07.28 第 116 回河川・流域技術研究会 

「ダム管理の最近の話題」 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 流水管理室 課長補佐 松森 博 

「平成 23年洪水時における斐伊川放水路の果たした役割と顕在化した土砂移動問題

に対する技術的検討について」 

中央大学研究開発機構 助教 後藤 岳久 

 

・ 2016.08.25  第 117 回河川・流域技術研究会 

「国交省レーダ雨量計の観測技術の変遷と利活用の現状」 

国土技術政策総合研究所 河川研究部 水防災システム研究官 深見 和彦 

                               水循環研究室 研究官 土屋 修一 

「数値移動床実験における土石流の流下機構と構造物に作用する衝撃力に関する研

究」 

中央大学研究開発機構 准教授  福田 朝生 

 

・ 2015.09.29  第 118 回河川・流域技術研究会 

「インフラストック，生産性，イノベーション，現場・地域起点を見据えた国総研

の取り組み」 

  国土技術政策総合研究所 所長 藤田 光一 



・ 2016.10.27 第 119 回河川・流域技術研究会 

「国連持続可能な開発目標（SDGs2030）と日本水防災の国際展開」 

水管理・国土保全局 河川計画課 国際室長 松木 洋忠 

「流域治水の観点から洪水水面形観測情報を用い，河道と洪水調節施設での流量分

担の適正化方法を考える」 

中央大学研究開発機構 教授 福岡 捷二 

 

・ 2016.11.24 第 120 回河川・流域技術研究会 

「堤防基礎地盤のパイピング発生個所に対する準二次元非定常浸透流解析の適用性」 

中央大学研究開発機構  助教  田端 幸輔 

「堤体材料の侵食特性評価と越水初期のガリー侵食の特徴」 

埼玉大学大学院理工学研究科 准教授  八木澤 順治 

 

・ 2016.12.15 第 121 回河川・流域技術研究会 

「i-Construction ～建設現場の生産性革命～」，「激甚化する自然災害への備え」 

東京大学教授  池内 幸司 

 

・ 2017.01.26 第 122 回河川・流域技術研究会 

「ダムモニタリング技術について」 

国土技術政策総合研究所 河川研究部 大規模河川構造物研究室  

主任研究官 佐藤 弘行 

「荒川中流域の氾濫特性について」 

  埼玉大学大学院理工学研究科  教授 田中 規夫 

 

・ 2017.02.23 第 123 回河川・流域技術研究会 

「小本川水害調査から見えてきた課題と復旧の方向性について」 

国土技術政策総合研究所 水害研究室 主任研究官 武内 慶了 

「大河津分水路 新第二床固減勢工検討のための二次元強制跳水の数値解析と結果

の考察」 

中央大学研究開発機構  助教 竹村 吉晴 

 

 

 

 

 

 



(2) 水理研究会 

 

・ 2016.04.02 第 102 回水理研究会 

「温井ダム貯水池の流動とダムからの放流量の解析」 

中央大学大学院 理工学研究科 大野 純暉 

「大規模な河岸浸食が発生した石礫河川の河床変動解析法の検証」 

中央大学大学院 理工学研究科 加藤 翔吾 

 

・ 2016.05.12 第 103 回水理研究会 

「発電用ダム貯水池における水位の縦断特性に関する研究」 

中央大学大学院 理工学研究科 小石 一宇 

「大きな縦横断勾配を有する移動床流れ解析法の開発と湾曲流路への適用」 

中央大学大学院 理工学研究科 立山 政樹 

 

・ 2016.06.09 第 104 回水理研究会 

「震災によって砂浜が消失した岩手県浪板海岸における漂砂動態調査」 

埼玉大学大学院 理工学研究科 小野 翔太郎 

「Aspect ratio variation in lower reach rivers focusing on sediment size distribution」 

東京大学大学院 工学系研究科 Agus Santoso 

  

・ 2016.07.07 第 105 回水理研究会 

「ダム貯水池の堆砂・排砂問題研究のレビュウーと研究の方向性」 

中央大学大学院 理工学研究科 岩谷 直貴 

「交互砂州の動態とそれに規定される生態系の物理基盤について」 

東京大学大学院 工学系研究科 社会基盤学専攻  

 河川/流域環境研究室 特任研究員 原田 大輔 

 

・ 2016.08.04 第 106 回水理研究会 

「石礫河床で発生する強い渦による流れ場（流速・水面変動）の変化に関する研究～

石礫河川の河岸浸食モデル構築に向けて～」 

中央大学大学院 理工学研究科 加藤 翔吾 

「湖沼・ダム貯水池における植物プランクトンの種の変遷に関する研究のレビューと

水質浄化対策」 

中央大学大学院 理工学研究科 柿沼 大貴  

 

 



・ 2016.09.01 第 107 回水理研究会 

「急流網状河川における洪水時の河床変動推定法」 

中央大学大学院 理工学研究科 岡安 光太郎 

「不確実性を考慮する物理システムの予測に関する研究―降雨流出過程と河道計算

を例として」 

中央大学大学院 理工学研究科 チェン ダイウェイ 

 

・ 2016.10.06 第 108 回水理研究会 

「宇奈月ダムからの排砂による貯水池安定河床の形成と大粒径土砂の移動」 

 中央大学大学院 理工学研究科 岩谷 直貴 

「谷底平野の地形，地質の痕跡に基づく，極地流量の推算」 

 中央大学大学院 理工学研究科 涌井 正樹 

 

・ 2016.11.17 第 109 回水理研究会 

「雨量データの空間解像度が下流の流量へ及ぼす影響と降雨流出パラメータのロバ

スト性に関する研究」 

中央大学大学院 理工学研究科 諸岡 良優 

「河口砂州を越える洪水流による河口形状の変化機構のモデル化と現地データによ

る検証」 

中央大学大学院 理工学研究科 立山 政樹 

 

・ 2016.12.08 第 110 回水理研究会 

「河川整備計画策定プロセスにおける住民関与手続きの活性化要因に関する分析」 

 東京大学大学院 工学系研究科 山田 真史 

 

・ 2017.01.12 第 111 回水理研究会 

「流域間比較による農業水利形態の特徴把握と農業人口減少が河川に及ぼす影響の

予測」 

東京大学大学院 工学系研究科 秋田 桜彩 

「地質・地形による中山間地の河川と集落・産業の分類」 

東京大学大学院 工学系研究科 押野 祐 

 

 

 

 

 



・ 2017.02.02 第 112 回水理研究会 

「数値気象予報モデルによる豪雨の再現精度に関する基礎的研究～2015 年関東・東北

豪雨による鬼怒川洪水を例にして～」 

中央大学大学院 理工学研究科 盧 涛(ル タオ) 

「鬼怒川の平成 27 年 9 月大洪水時における堤防被災と堤防脆弱性指標の関係」 

中央大学大学院 理工学研究科 上村 勇太 

 

・ 2017.03.02 第 113 回水理研究会 

「留萌ダム貯水池に流入する複数の急流小河川の水面形観測と貯水池への流入量の

評価」 

中央大学大学院 理工学研究科 大野 純暉 

「現地石礫水路における河岸付近の三次元流れ構造と河岸に作用する流体力」 

中央大学大学院 理工学研究科 加藤 翔梧 

 

(3) 福岡塾 

（国土交通省関東地方整備局と共催） 

 

・ 2016.04.20 第 86 回福岡塾 

「おもしろかった河川の事業」 

   元関東地方整備局 地方事業評価管理官 八木 裕人 

 

・ 2016.05.23 第 87 回福岡塾 

「多摩川の堤防開削現場」 

 

・ 2016.06.08 第 88 回福岡塾 

「H13 洪水 利根川右岸 139km の漏水(大越漏水)」 

河川計画課 利根川上流河川事務所 

「熊本地震 TEC-FORCE 活動報告」 

関東地方整備局 河川部 

 

・ 2016.07.29 第 89 回福岡塾 

「近代改修 100 年間による荒川上流部河道の変遷～改修事業の定量的把握の試み～」 

荒川上流河川事務所 計画課 田中 優太  

  

 

 



・ 2016.09.28 第 90 回福岡塾 

「利根川上流における堤防の破堤確率の算定について」 

 利根川上流河川事務所 計画課 中島 謙一郎 

「利根川下流における堤防の破堤確率の算定について」 

 利根川下流河川事務所 計画課 斎藤 務 

 

・ 2016.10.19 第 91 回福岡塾 

「台風 10 号による北海道への TEC-FORCE 派遣活動概要」 

荒川下流河川事務所 調査課 香川 雄治 

「ゼロメートル地帯堤防耐震対策について」 

荒川下流河川事務所 工務課 太田 裕史 

 

・ 2016.11.18 第 92 回福岡塾 

「鬼怒川の堤防改築現場見学」 

 

・ 2016.12.14 第 93 回福岡塾 

「洪水水位の時空間観測値（水面形の時間変化）情報を用いた新しい流域治水の考えに

よる河道とダムの流量分担方策と洪水流水理の見える化」 

中央大学研究開発機構 教授 福岡 捷二 

 

・ 2017.01.18 第 94 回福岡塾 

「利根川上流における堤防の破堤危険確率の算定について」 

利根川上流河川事務所 計画課 中島 謙一郎 

「利根川下流における堤防の破堤危険確率の算定について」 

利根川下流河川事務所 計画課 斎藤 務 

「堤防開削調査の実施報告（H27 入間川鹿飼樋管改築工事」 

荒川上流河川事務所 

 

・ 2017.02.15 第 95 回福岡塾 

「富士川における洪水時の河床上昇に備えた河積確保対策について」 

甲府河川国道事務所 調査第一課 大浪 裕之 


